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第562回定期演奏会
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10/28 京都市営地下鉄烏丸線「北山」駅下車、出口１・3番から南へ徒歩約５分日

チャイコフスキー：弦楽セレナード ハ長調 op.48
チャイコフスキー：交響曲第5番 ホ短調 op.64
　
Tchaikovsky : Serenade for strings in C major op.48
Tchaikovsky : Symphony No.5 in E minor op.64

入場料 S￥4,500　A￥4,000　B￥3,500　P￥2,000（舞台後方席）

午後2時30分開演（午後1時30分開場）
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開演前（午後2時10分ごろから）は「プレトーク」でお楽しみください。
「プレトーク」はホール・ステージ上にて開催します。

2012

京都市交響楽団

指揮　アレクサンドル・ラザレフ
Conductor : Alexander LAZAREV

京都コンサートホール
Sunday, October 28, 2012 / 2:30PM
Kyoto Concert Hall

◆プレイガイド　・京都コンサートホール (075)711-3231（ホームページからオンラインチケット購入もできます）
　（電話予約）　・電子チケットぴあ（0570）02-9999　Pコード155-829
　　　　　　　　・ローソンチケット（0570）000-407　Ｌコード52043
◆当日残席がある場合のみ発売：学生券＆後半券 S￥2,000　A￥1,500　B￥1,000
　※学生券は開演１時間前から（学生証をご提示ください）、
　※後半券は開演後から休憩終了（後半開始）まで発売 （学生券は、席種は選べますが、座席指定はできません）
◆1歳以上未就学のお子様は「託児ルーム」（有料・要予約）をご利用ください。
（お子様お１人につき1,000円／10月19日までに京響075-711-3110へお申し込みください）
◆10枚以上でのチケットお申し込みには団体割引（10%OFF）があります！京響（075-711-3110）までお問い合わせください。
◎お問い合わせ・京都コンサートホール（075）711-3231・京都市交響楽団（075）711-3110
◎ホームページ・http://www.kyoto-ongeibun.jp/kyotoconcerthall/（京都コンサートホール）
　　　　　   ・http://www.kyoto-symphony.jp/（京都市交響楽団）
◎未就学のお子様のご入場はお断りいたします。
◎都合により曲目、出演者等が変更となる場合がございます。

今日、京響？

平成24年度文化芸術振興費補助金
（トップレベルの舞台芸術創造事業）
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日本フィル首席指揮者として活躍するロシア屈指の名指揮者ラザレフが、ついに万全を期して京響へ登場 ！
チャイコフスキーの交響曲中、最も劇的で迫力に満ちた第5番をメインに、

暗く荒涼たるロシアの自然とそれを吹き飛ばすかのような激しく熱い息吹を表現した、
ロシア音楽の底知れないパッションを聴かせます！

京都市交響楽団 第562回定期演奏会

次回予告

入　場　料

特別演奏会 「第九コンサート」
感動の2回公演 ！
ベートーヴェンの神髄を説く沼尻竜典の「歓喜の歌」 ！
日時 ： 2012年12月27日（木）　午後7時開演
  2012年12月28日（金）　午後7時開演
会場 ： 京都コンサートホール
指揮 ： 沼尻 竜典
独唱 ： コ・ヒョナ（ソプラノ）　澤村 翔子（メゾ・ソプラノ）
  チャールズ・キム（テノール）　青山 貴（バリトン）
合唱 ： 京響コーラス
曲目 ： ワーグナー：舞台神聖祭典劇「パルジファル」
                  第1幕への前奏曲 《12/27公演》
  ワーグナー：楽劇「ニュルンベルクのマイスタージンガー」
                 第1幕への前奏曲 《12/28公演》
  ベートーヴェン：交響曲第９番ニ短調「合唱付」op.125 《両日とも》

2012年　9/7（金）から発売！

S ￥5,000   A ￥4,000  B ￥3,000

©Ariga Terasawa
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次回予告

入　場　料

第563回 定期演奏会
高関健×河村尚子、旬の実力派が響演 ！
～憂愁の秋に舞うブラームス＆ラヴェル～
　
日時 ： 2012年11月30日（金）　午後7時開演
会場 ： 京都コンサートホール
指揮 ： 高関 健
独奏 ： 河村 尚子 （ピアノ）
曲目 ： ブラームス：ピアノ協奏曲第1番ニ短調op.15
  ラヴェル：優雅で感傷的なワルツ
  ラヴェル：ラ・ヴァルス
  ラヴェル：「ダフニスとクロエ」組曲第2番

2012年　8/12（日）から発売！

S ￥4,500   A ￥4,000  B ￥3,500  P ￥2,000 (舞台後方席)

指揮　アレクサンドル・ラザレフ Conductor : Alexander LAZAREV

　ロシアを代表する指揮者の一人。2008年9月から日本フィル首席指揮者。2009／2010シーズン
よりボリショイ劇場コンダクター・イン・レジデンス就任。
　モスクワ音楽院でL.ギンズブルグに師事、同音楽院を首席で卒業。1971年にソ連国際指揮者コン
クールで第1位、翌年にはベルリンでのカラヤン指揮者コンクールで第1位とゴールド･メダルを受賞。
1987年から1995年にかけてボリショイ劇場の首席指揮者兼芸術監督を務める。両タイトルを一人
の指揮者が兼任したのは30年ぶり。この間、東京（1989年）、ミラノ・スカラ座（1989年）、エディン
バラ音楽祭（1990、91年）、ニューヨーク･メトロポリタン歌劇場（1991年）などの演奏旅行では前例
のないプログラムを実行し高い評価を得ている。グリンカ《イワン・スサーニン》、チャイコフスキー《オ
ルレアンの少女》、リムスキー=コルサコフ《ムラーダ》など、同歌劇場における秀作は映像化されて
いる。さらにボリショイ管とは、ラフマニノフ《交響曲第2番》やショスタコーヴィチ《交響曲第8番》な
どのロシアの交響曲を含む数々の録音をEratoから出しており、大絶賛をあびている。
　レパートリーは広範に及び、18世紀の作品から前衛音楽までを得意としている。1978年に「ボリ
ショイ歌劇場・ソリスト・アンサンブル」を創設。旧ソ連内外の作曲家による現代音楽プログラムを取り
上げた。
　近年は、サンクトペテルブルグ管に客演をしており、ロンドン、バーミンガム、パリ、ヴェネチアを演奏
旅行。そのほかベルリン･フィル、ミュンヘン・フィル、バイエルン放響、ロイヤル・コンセルトヘボウ管、
スカラ座管、サンタ・チェチーリア国立アカデミア管、フランス国立管、オスロ・フィル、スウェーデン放
響、N響、クリーヴランド管、モントリオール響、ロンドン響、フィルハーモニア管などと共演。またブ
リュッセルの王立モネ劇場、ヴェローナ歌劇場、パリ･オペラ座、バスチーユ・オペラ座とバイエルン国
立歌劇場などのオペラハウスでも指揮をしている。1987年のデビュー以降、イギリスで定期的な指揮
活動を行っており、1992年から95年にかけてはBBC響の首席客演指揮者を務めた。1997年から
2005年までロイヤル･スコッティッシュ･ナショナル管の首席指揮者を務め、「プロムス」への出演、ス
ペイン、ノルウェー、ギリシャへのツアー、ショスタコーヴィチの交響曲全曲演奏で共演。
　数多くのCDをリリースしており、ボリショイ管とはエラート、メロディア、ヴァージン・クラシックスで、
BBC響とはソニー・クラシカル、ロンドン・フィルとはハイペリオンとBMG、ロイヤル･スコッティッシュ･
ナショナル管とはBISとリン･レコードでの録音がある。日本フィルとは就任以来、オクタヴィア・レコード
等から「首席指揮者就任記念演奏会ライブ盤」（2009年5月）を含む7枚のCDをリリースしている。

京都市交響楽団   Kyoto Symphony Orchestra

　京都市交響楽団（京響）は、1956年の創立以来、我が国を代表する日本唯一の自治体直営オーケストラ
として成長を遂げてきた。最近では、楽器講習会や音楽鑑賞教室、福祉施設への訪問演奏などにも積極的に
取り組み、07年「第25回京都府文化賞特別功労賞」、「京都創造者大賞2007」受賞。08年４月からは、第
12代常任指揮者に広上淳一、桂冠指揮者に大友直人が就任し、09年は「スプリング・コンサート」や「オーケ
ストラ・ディスカバリー」など新たな企画で注目を集めた。10年11月に広上淳一指揮による定期演奏会のラ
イブ録音CD第1弾、12年2月にはライブ録音CD第2弾を発売。半世紀という節目を経て、「京響」は今、文
化芸術都市・京都にふさわしい「世界に誇れるオーケストラ」を目指して更なる前進をはかっている。
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